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自由禰し流の問思について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　谷　ご郎・小橋安’次郎

＼

從來の研究

　まず二次元的な件流の場合

についで問題の所在を説明

しよう．物磯を一融と見てよ

い醸に下流の蔀分を考える

　醐の境界を持た翻瀧舶肺という瀞止流
嶺申へぴうがる噴流（ジ　ソト）瀞止魍中鋤く物

隆の後に生ずる俘流（ウ＝イク）などの現象であつて

kL流の撒作用のために・次第に速麟カミ砂し・

流れの幅が増加する．俘流1ま物瞳の璽ける抵抗と深い

關係を持ち，また噴流体各種の機械に用いられる意味

で賓際醐として重要てあるが，それと同時に・現象

の基礎を明らhst：することは，．飢流撲轍の機構を理解

　　　　する意味からも離ましいわけである

とナれば，鞠の灘は坊向tio・t・あり・それ睡直

の坊向に｝ま，墜が錨ぬものと講てよい一鱗の

外側で纒力は一定であるから瀦局塵力勾配は坊向r

にも擁しないこ櫨の動く齢をVとすれば・鱗
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的な長さがないので，y方向の速度分叡キ相似に保たれ

ると翫てよい．？まり聯の幅を2b・伴流の申心（y

＝o）におけるσの値をu・とすれば・速度分布ば
　　　　U＝Uo（x）F（Y），・y＝y／b（x）　　　　（1）’

の形で表わされる．いま　　　　　　　　　　一
　　　　　恥ω一照．b（x）・・＝・B・n　　（2）

　　　　　≒・γ・ABxm＋n～Fdy　・

となり，從つてm＋”・oとなる必要がある・蓮動のガ　〉、

程式は近似的に

　　　　　　γ讐＝一÷器；　　　　（4）｛　＼

≠こだしρは流膿の密度，τは翻流混合による見かけの勇．

購加ある．も慮聾力辮趣璽拶学塑≒⊥
考えてよい濠らば，籏散係敏をεとするとき．　　　　　　　／
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さらにデラソトル（文献1）は混合距離7を用いて　一ご　．

　　　　　一ε一1・iou！∂到　’．（6）
とおき，9は俘流の幅bに比例する（1　・＝　Cb）と考えた・　　！

これらの假定を④に入秘ときは・左邊は・帽に・

右邊はX2mLnに比例することになり．，結局一少η＝解＝

1／2とならねばならない・さらに方程式を積分すれば　＿＿西

V－t（18C・A／B）9とおくとき，速度分布を獅る函数と

して
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力縛られる・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　札物禮拗嚥されて，俘流の中で熱の擬散も行われ

とおき，物艦の箪位幅につい

ての抵抗を蓮動量の攣化に等
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